
原
條
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

キ
ャ
ン
デ
ィ
デ
ー
ト
校（
＊
１
）

で
あ
る
本
校
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
連
す
る
探
究
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
校
１・
２
年
次
は
ゴ
ミ
問
題
を
大
枠
の

テ
ー
マ
と
し
、自
然
保
護
や
教
育
な
ど
、生

徒
個
々
の
興
味
・
関
心
に
沿
っ
た
切
り
口
で

課
題
を
設
定
し
て
、探
究
学
習
に
取
り
組
み

ま
す
。高
校
２
年
次
の
修
学
旅
行
で
は
訪
問

先
の
バ
リ
島
で
、ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
や
企
業

に
お
け
る
貧
困
問
題
へ
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ
、課
題
に
応
じ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ

て
自
分
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
、
将

来
像
を
描
い
て
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。笠

松
　
高
大
連
携
コ
ー
ス
（
＊

２
）
が
あ
る
本
校
に
は
、
大
学

進
学
に
お
い
て
学
校
推
薦
型
選

抜
の
指
定
校
推
薦
の
枠
が
豊
富
で
す
。
過
去

に
は
、
早
く
合
格
し
た
く
て
学
部
・
学
科
に

こ
だ
わ
ら
な
い
生
徒
が
い
ま
し
た
が
、
そ
う

し
た
進
路
選
択
は
大
学
入
学
後
に
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
探
究
学
習

と
大
学
で
の
学
び
の
つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

つながり、伴走する教師たち

〈奈良育英中学校・高校の探究学習〉　「総合的な探究（学習）の時間」にＳＤＧｓに関連する探究学習を実施。中学１年次は「ゴミ問題」、
中学２年次は「里山での生活」、中学３年次は「自文化と異文化」をテーマに探究学習に取り組み、徐々に視野を広げていく。高校１
年次は「ゴミ問題」を大枠のテーマとして個人で設定した課題を探究し、高校２年次はその課題を継続しつつ、修学旅行先でのフィー
ルドワークをメインに活動。高校３年次は、それまでの経験を基に将来のキャリア像を描いた後、志望理由書を作成する。

「ＳＤＧｓ大学ゼミ」で、探究学習と
大学での学びとのつながりを実感させる

奈良県・私立奈良育英中学校・高校

テーマ 探究× 進路

原
はら

條
じょう

靖
やすゆき

之
同校に赴任して８年目。
総合探究科主任。理科。

倉
くらもり

森博
ひろ

司
し

同校に赴任して11年目。
高大連携室室長。

笠
かさまつ

松貴
たかひろ

宏
同校に赴任して11年目。入試広報部長。

前進路指導部長。数学科。

探
究
学
習
と
大
学
で
の
学
び
の

つ
な
が
り
を
実
感
さ
せ
た
い

つ
な
が
り
の
目
的

＊１　国内審査を終えて、ユネスコ本部にユネスコスクールの加盟申請中（または加盟申請を行う）段階にある学校のこと。　＊２　同校と協定を結ぶ大学の指定校
推薦を利用しながら、難関私立大学への進学を目指すコース。

探究学習から
将来像を描かせる

大学と意思疎通を図る高大連携室と、進路指導部が
協働し、探究学習を進路選択につなげる
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倉
森
　
高
大
連
携
の
専
任
職
員

と
し
て
生
徒
の
進
路
選
択
を
支

援
す
る
中
で
、生
徒
に
大
学
で

の
学
び
を
も
っ
と
意
識
し
て
進
路
選
択
を
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
大
学
ゼ
ミ
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
本
校
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
、
多

く
の
大
学
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
の
共
通
点
を
切
り
口
に
し
て
大
学
が

模
擬
講
義
を
行
う
こ
と
で
、生
徒
が
自
分
の

探
究
学
習
と
大
学
で
の
学
び
に
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
に
高
校
２
年
次
の
高
大
連

携
コ
ー
ス
で
同
ゼ
ミ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
か
ら「
大
学
で
の
学
び
に
も
っ
と
向
き

合
い
た
い
」「
進
路
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
他
コ
ー
ス
の

教
師
か
ら
も「
全
生
徒
が
目
的
を
持
っ
た
進

路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
役
立

つ
の
で
、全
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
い
」
と
い
っ

た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
22
年
度
は

2
年
次
全
員
を
対
象
に
年
５
回
、23
年
度
か

ら
は
２・３
年
次
全
員
を
対
象
に
年
３
回
、１

回
あ
た
り
20
〜
25
の
ゼ
ミ
を
設
け
ま
し
た
。
　

　
生
徒
は
毎
回
１
つ
の
ゼ
ミ
を
選
ん
で
受
講

倉
森
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

ゼ
ミ
を
受
け
た
あ
る
生
徒
は
、

そ
の
後
、
講
師
が
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
な
ど
、
探
究
学
習

を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
世
界
津
波
の

日
　

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
た
生
徒

か
ら
は
、
事
前
学
習
が
し
た
い
と
相
談
さ
れ
、　

防
災
を
研
究
す
る
大
学
教
員
と
オ
ン
ラ
イ
ン

勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ゼ
ミ
を

き
っ
か
け
に
そ
の
講
師
の
下
で
学
び
た
い
と

志
望
校
を
変
更
し
て
進
学
し
た
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
大

学
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
大
学
名
で
は
な
く
、

自
分
の
大
学
で
の
学
び
を
重
視
し
て
進
学
す

る
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

原
條
　
高
校
１・
２
年
次
は
、

生
徒
が
個
々
に
課
題
を
設
定
し

て
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま

す
。
生
徒
が
探
究
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
、

担
任
が
対
応
し
切
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
が
課
題
で
す
。
高
大
連
携
室
の
支
援
で
、

生
徒
が
大
学
教
員
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

助
言
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、探
究

学
習
が
よ
り
深
ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
か
ら
は
高
校
１
年
次
に
同
ゼ
ミ
を

拡
大
す
る
の
で
、生
徒
は
早
く
か
ら
探
究
学

習
と
大
学
で
の
学
び
と
の
つ
な
が
り
が
分
か

る
で
し
ょ
う
。
生
徒
が
ゼ
ミ
と
の
相
乗
効
果

で
探
究
学
習
を
深
め
、進
路
選
択
に
生
か
せ

る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

し
ま
す
。
事
前
学
習
は
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
で
行
い
、選
ん
だ
ゼ
ミ
の
内
容
に
関

し
て
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。
そ

の
レ
ポ
ー
ト
は
担
任
に
加
え
て
私
も
見
て
、

不
十
分
で
あ
れ
ば
、
担
任
に
対
象
の
生
徒
に

声
を
か
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

笠
松
　
様
々
な
分
野
の
ゼ
ミ
が

あ
る
こ
と
で
、探
究
学
習
も
進

路
選
択
も
、生
徒
が
明
確
に
目

的
意
識
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、倉
森
室
長
が
普
段
か

ら
大
学
と
の
関
係
を
丁
寧
に
築
い
て
く
れ
て

い
る
た
め
、講
師
の
大
学
教
員
も
本
校
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

つ な が り

共
通
点
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
切
り
口
に

大
学
の
模
擬
講
義
を
実
施

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

探
究
学
習
と
ゼ
ミ
の

相
乗
効
果
を
目
指
す

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立
　
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
４
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、大
阪
教
育
大
、奈
良
教
育
大
、奈
良
女
子
大
、

和
歌
山
大
、
大
阪
公
立
大
、
奈
良
県
立
医
科
大
、
奈
良
県

立
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
関
西

学
院
大
、武
庫
川
女
子
大
な
ど
に
延
べ
６
３
３
人
が
合
格
。

学
校
概
要

“学び”重視でゼミを選べるよう
講師の大学名を伏せる

　生徒に配布するゼミのリストには、「タイトル」「概
要」「関連するＳＤＧｓの目標」「キーワード」「講師の
専門分野・経歴」のみを掲載し、講師の所属大学は
明記していない。大学名に引きずられず、生徒が純粋
に自分の興味・関心に基づいてゼミを選べるように
するためだ。男子生徒が女子大学の講師のゼミを受
けることもあるが、様々な大学の学びを見て、自分
の興味・関心を深めるきっかけになっているという。
　講師の専門分野や出身大学・学部、職歴などを掲
載しているのも、生徒の視野を広げるための工夫だ。
「自分が関心のある分野の研究者がどこで何を学び、
どんな経験を積んできたのか。その道筋は多様であ
り、どの大学で学ぶかではなく、何を学ぶか、どの先
生の下で学ぶかが重要であることに気づいてほしい」

と倉森室長は語る。

写真　ゼミでは講義だ
けでなく、グループワー
クなども行われる。ま
た、ゼミ当日には講師の
所属大学が公表される。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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